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区　報　新　庄 区　報　新　庄

▲ 1

▲
▲ 2

▲

　区報の発刊にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。
　組合員の皆様には、日頃より当改良区の運営、事業の推進につきまして、ご理解とご協力を賜り厚く御礼
申し上げます。
　昨年を振り返りますと、８月４日までは極端に降雨が少なく干ばつ対策に奔走しましたが、一転して８月
５日からの二度に渡る集中豪雨災害により、言語に絶する惨状となりました。基幹取水施設の清水揚水機場
管理道路が大規模崩落し、電力やデータの送電線が断線し、通水を停止せざるを得ない状況になりましたが、
関係各所の絶大なるご協力により、なんとか出穂期の用水需要に間に合うよう仮復旧を終えることができま
した。その他にも、各地で水路崩壊、河川の氾濫による土砂堆積、農地法面崩落、ため池の決壊等が相次ぎ
大変な被害となりましたが、各地区役員の皆様に迅速かつ懸命な復旧作業にあたっていただき、心より感謝
を申し上げます。未だ復旧半ばでございますので、改良区としてもできる限りの継続的な支援を行ってまい
ります。
　今年に目を向けて見ますと、いよいよ平成の時代が終焉し新しい元号に移ります。地域農業を取り巻く状
況は、減反政策や直接支払交付金の廃止を迎えた中、過疎化・高齢化による担い手の減少、農産物価格の低
迷、ＴＰＰや日欧ＥＰＡの発効による影響など依然厳しい状況が続いておりますが、このような時こそ、そ
して新たな元号となる節目の年であるからこそ、将来を見据えたビジョンを持ちながら、着実に業務を進め
てまいりたいと考えております。
　ここで、改良区の事業、業務の取り組みについて述べたいと思います。
　一点目は、基幹水利施設の更新事業についてでございます。隣接の泉田川地区と一緒に国営二期事業を行
うべく調査計画を進めてまいりましたが、課題整理に多少時間を要することから地区調査への移行を来年度
は一時見送りすることとなりました。新庄地区管内水利施設の機械設備や電気設備は耐用年数を大きく超え
て使用している状況であり、突発事故の懸念が増し一刻も早い改修工事が必要であることから、国営新庄泉
田川地区の課題解決と併行し、新庄土地改良区単独の更新事業などあらゆる対応方策を検討しながら準備を
進めてまいりたいと考えているところです。いずれにしましても、早急に高補助率の事業を導入し、組合員
の皆様の負担が決して増えることのないような形で施設更新に万全を期して推進してまいりますので、ご理
解の程よろしくお願い申し上げます。
　二点目として、新規ほ場整備事業地区についてでございます。
　高壇地区は、今年度より事業着手し、実施設計や換地業務を進めております。面工事は平成３２年度から
開始する予定となっております。鶴の子地区は、事業計画の策定が終了し、いよいよ平成３１年度から事業
着工の運びとなります。両地区とも将来を見据え、大区画化は勿論のこと、地下水位制御システムを導入し、
高収益作物の栽培が可能となる水田の汎用化を進めていく計画となっております。
　三点目として、土地改良法の一部改正に対する取り組みについてでございます。
　今年の４月１日に施行される改正法において、１０項目の変更点がございますが、貸借地の所有者又は耕
作者で事業参加資格がない方に准組合員の資格を付与、地域住民を構成員とする団体に施設管理准組合員の
資格を付与するという２項目については、将来の農地、施設管理の在り方を十分検討し新庄地区にとって有
意義な制度を構築していきたいと考えております。また、複式簿記化については、今年度より資産評価等の
作業を行い、平成３３年度の試験運用を経て、平成３４年度より本格移行できるよう準備を進めてまいります。
　最後になりますが、総代の皆様、関係機関のお力を拝借し、役職員一丸となって、適正な運営と事業の推
進に努めてまいりますので、組合員の皆様の尚一層のご支援をお願い申し上げます。本年が災害のない平穏
で稔り多き年となりますよう、また皆様のご健勝をご祈念申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

理 事 長 あ い さ つ
新庄土地改良区
理事長　佐　藤　喜代志

　平成３０年度臨時総代会を、平成３０年９月２８日に総代現数５０名中４１名の出席のもと
開催し、平成２９年度の事業報告・決算報告・財産目録、平成３０年度補正予算案等について
審議し、議案第１号から議案第７号まで、全７議案が原案のとおり可決されました。
議　長　角沢地区　髙山 繁夫  総代
議案第１号　平成２９年度事業報告書並びに一般会計・特別会計収入支出決算書及び財産目録について
議案第２号　平成３０年度一般会計収入支出第１回補正予算（案）について
議案第３号　平成３０年度鶴の子地区特別会計収入支出第１回補正予算（案）について
議案第４号　平成３０年度基金積立金特別会計収入支出第１回補正予算(案)について
議案第５号　平成３０年度賦課金の変更について（案）
議案第６号　平成３０年度豪雨災害対策に伴う借入金について（案）
議案第７号　付帯決議について

　第４１回通常総代会を、平成３０年３月２８日に総代現数５０名中４０名の出席のもと開催し、
定款の一部改正、平成３０年度の事業計画及び当初予算案等について審議し、議案第１号から
議案第２０号までの全２０議案が原案のとおり可決されました。
議　長　中山地区　亀井 雅人  総代
議案第１号　新庄土地改良区定款の一部改正について
議案第２号　平成３０年度事業計画(案)について
議案第３号　高壇地区県営農業競争力強化基盤整備事業の実施について
議案第４号　向田１地区農地耕作条件改善事業の実施について
議案第５号　平成３０年度一般会計収入支出予算(案)について
議案第６号　平成３０年度高壇地区特別会計収入支出予算(案)について
議案第７号　平成３０年度鶴の子地区特別会計収入支出予算(案)について
議案第８号　平成３０年度小水力発電事業特別会計収入支出予算(案)について
議案第９号　平成３０年度職員退職給与積立金特別会計収入支出予算(案)について
議案第10号　平成３０年度地区除外決済金特別会計収入支出予算(案)について
議案第11号　平成３０年度新規加入金積立金特別会計収入支出予算(案)について
議案第12号　平成３０年度基金積立金特別会計収入支出予算(案)について
議案第13号　平成３０年度維持管理費基金積立金特別会計収入支出予算(案)について
議案第14号　平成３０年度区分地上権設定特別会計収入支出予算(案)について
議案第15号　平成３０年度役員退任慰労金積立金特別会計収入支出予算(案)について
議案第16号　平成３０年度賦課金及び徴収方法について(案)
議案第17号　平成３０年度地区除外決済金及び徴収方法について（案）
議案第18号　平成３０年度新規加入地区に対する加入金額の決定について（案）
議案第19号　平成３０年度土地改良事業実施に伴う長期借入金について(案)
議案第20号　付帯決議について

平成30年度臨時総代会の内容

総　代　会　の　審　議　報　告

第41回通常総代会の内容

通常総代会会議状況

臨時総代会会議状況 理事会会議状況 決算監査執行状況 現場監査執行状況


